
 

          今回の学習だよりは「現職教育」について取り上げてみました。本校の現

職教育（職員の研修）は年間１２回予定されています。内容は人権教育、生 

徒理解、特別支援教育、危機管理、いじめ・不登校、教育課程、学力向上等と多岐に及びます。 

何十年も教育の仕事に携わっていても、研修（勉強）は必要だと痛感させられています。 

令和３年４月２６日 

 

 

 

 

 

 春陽の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。  

先週の４月１９日（月）から前期時間割が開始され、平常の授業がスタートしま

した。まもなく大型連休が始まります。１日も早く学校や家庭での学習習慣を身に

つけ、楽しく無理なく「学び」が継続できるよう努力していきましょう。  

 

１ 「学習の手引き」を利用しましょう  
   本校では、「学習の手引き」が学年ごとに 

配布されています。 

「家庭学習」についても、家庭学習によい習慣 

や家庭学習の時間の「めやす」などが記載され 

ています。 

その他「定期テストに向けて」「テストの記 

録」「テストの受け方」「通知表のみかた」が 

ございますので、ぜひご覧ください。 

 また、教科ごとに「学習予定」や「学習への 

アドバイス」「評価の観点、内容」が示されて 

います。お子様とともに学習の手引きを利用していただき、学校や家庭での学習習慣を確立してく 

ださい。 

 

２ 現職教育（指導と評価）がありました 
   ４月２１日（水）に現職教育「指導と評価」を実 

施しました。新学習指導要領は令和３年度より中学 

校で完全実施されます。新学習指導要領では、すべ 

ての学校教育で次の（１）～（３）の資質・能力を 

育成することとされました。 

 

 

それに伴い「評価」も変更されています。お子様 

  にとって「評価」は気になるところですね。「評価」 

  については、次の学習たよりでご説明いたします。 
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